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Ⅰ魔 .' 口

紬 23年10月,筆嘉等は京幣 学附管苧槻朗 に- 豪 樹や 村×名月)の横転 - し

て,材質の白色朽を基因している1腐朽菌を発見した･本菌は林業試験場技師今開六也氏の鑑軍
2)

によれば,＼モンバクケ (Trametesuittatq(BERK･)LLOYwD)であって,最初_BE声KLEY によ

ってセイロン島七発見せられ,Polystictus,dtiai･usBERK. と記戴せられたものである.同氏

の報告によると,樹木の疾病を基因して,子実体は革質,その太さ5×3占mであって,そ甲上面

ほ ど.ロラド状に短毛を密生レている. その色は淡黄色,薗傘の肉質は白色であって,菌管は短
】8) J

く, その直径は平均 600p である. その後 LLOYD は木蘭を Trametes属に移レこ Trameies
23)

yitiaia(BERK･)LLOYDの学名を使用した.本邦に於てほ安田が大正2年 (1913)上靴 三河e
9) 10)

魔方に於て本菌を発見して,モンバクケの郵名を与えたが,その後小稔崎,北島等も夫々本菌を
′′ 10) 8)

採集して,その形態を記載した･本菌の寄主に就いては,北島はナラ丸太に,今関は潤英樹と記
1O).

すのみで,一般に侵害樹種は余 り明瞭で在仏･北島によれば,本菌は熟に対して抵抗力が強く,

モイロクケ (Polys7ti?tussangui17euS(i.)FR.), スエビワタケ (SchizoPyllulnCOmlTLu.ne

FR._)等と共に好高塩慶菌に属するものであって,450Cに於ても葡よく発育し,650C′にてど2時

間処撃しても死滅しない･

上述の如く本薗紅就＼Jlては,子実体の形態を除予ては余 り研究せられたものがない･筆者等は

たまたま昭和23年京大高槻農場に於て,梨樹材質を侵書してV,る本菌を発見し元ので1,夫等を

分離培暮して,些か生理学約諾性質の研究を行った.

本稿変革するに当り,実験中華殆懇琴な御指導を辱うした準見博士,実験材料採集に御便宜を

与えられた高槻農場相田助教授,供試歯の鑑定を賜づた林業試験場技師今関六也氏,並に程 助々

普京都大学植物病理学研究室業績 No･(NS)6 i(木材研究所生物第2研究室業績 No･4)t
養研究の1部は文部省科学研究費を以て行った.記して謝意を表する.

28
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富を戴V,た研究宝飾こ深謝の意を表する･

Ⅰ 供 試 菌 の 分 離

筆者等は前記高槻農場に於て本菌を発兎混 ,その･分離を試み允が,更に静岡県興津町に於
●

て,ペカン枯切株上に生じてV,た同一歯の子実体をも採集したので,夫等を共に分離した.分離

期日,並に草の略号は次の通 りである･ 打i
〔T-A〕-････梨生樹に発生した子実体から分離･･････Oct.20,1948,獅山分離

〔TrB〕･-∴梨生樹の隔朽部組時から分弧 ∴-March.13,1949,同上

〔T-C〕,〔T-E〕･･･-ペカ/に発生した子実体から分.g･-て-April12,､1949,同上

〔T-D〕･･････ペカンの防汚部組轍から分離 ･--April12,1949,両上

本菌分離に際し{'は,､

子実体叉は腐朽材の表帝を厚さ約 0.5cm.だけ,殺菌メスで切 り落し,′新しVi断面を旭で軽く

焼いて,̀更にその円部を殺菌メスで切開して,真処から子実体叉は材の小片を無菌的に,予め準

備したペト封乱中の乾香煎曹寒天培養基上に移した.夫等は.300Cの定温器に保って,5日后に

轟育し夷白色菌糸を試験管斜面培養基上に移植して実験に用いた.

/
㌔

Bl被審梨承材質の腐朽状態並に供試菌の形態学的観察

･ヽ

本菌の侵害を受けた梨生樹は多湿な土壌に植えられたもので,その生育惑く,着果数も少く,

早期落葉を起して,樹勢も健全樹に比較して著しく劣っていた.本菌に侵された被醤材は白色敬

維状物に変っていて,乾燥すやぼ指離 容易紅粉化する, 所謂全体卵 色柘を星L/て祓 ･従っ
8) 】0)

て本営 柊1)ダニン溶解菌であえことが明瞭であったが,この事は今関,北島も認めている.

本菌の子実体は基質上に重生して,多年生,質硬く,準毎国庫の偏平なあのであるが,通常周㌔･

辺部は楕蒔くなっているか,叉は鈍隊で度々生育地の地物に影響せられて不重液を量することも

ある･大さ横径5⊥20cm･,捉径5-10cm･､であって,上面ゐ色は灰褐色･ビ■ロード状に短毛を密

生している点等は BERKELEYの記顔と一致する･而して大形のものでは.淡褐色の屠状同心嘩

準を有し,且つ放射状の怨を有することがある･下面は淡黄褐色,管Pは概ね円形叉は楕円形

で,そ.0大さ 0｡3-0･4×0･2⊥0.3mm.あって,歴 速々路状に発達している勉もある.薗糸杖■

無色で,ーその幅 2･0-4.Op､､･を質し, 内容は茎胞に富んでいて,よく分岐している.和子体が稀
10) '＼ ′

に認められる事は北島も述べている(Fig:1)｡担胞子は準円形,卵形,楕円形,無色であって,

4-7×2.5-4ILの大きである･(Fig.2).

腰 供試菌の生理学的諸性質ノ

1･ 菌糸の発育と温度との関係 北島の実験によると,本菌は 30-350C迄の間でよく発育¢ヂ
29 ･ ､'
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㌔

し･40OCに於てほ一一旦発声が悉くなるが,450Cに於て轟び舞育する･40OCに於て発育が一旦 ･ ～

不良化す考という.観察に関しては;同氏は何等の説明を加えていな両 雪,斯かる点を確めるため
21)

兜づ筆者等は温度実験を行った...軍書基t/tは1%可静性澱粉加用乾香煎浄寒天培養基を用い,夫 .

等は調襲殺菌後水素イすン濃度を N/王HCl及び N/INaOⅠiで pH5:5に規正して,ペulお

EiLに約 20cc･宛分注L,た-供試歯隼は 〔T-A〕,IlT-B〕及び 〔TTC〕の3培養系統を用い,
ヽ 1

予め夫等を平面寒天培養基上に培養して,その菌叢を約 3mm.の大きさに切 り叔つ七移植した.き

Table二lに示し才頭口く,1'3区の温度で3日間発育せしめた後,各区3枚のペu 皿に裁て,菌
a

叢の直径を測定した.
＼

第 1図 号ンバクケ07菌糸 (拡大) 第2図 モノバグケの瑚 包子 (拡大)

(HyphaeofTrameies2,iiiaia) (BasidiosporesofTrameiesviiiala)

蔦 第1表 lO/o可溶性澱凝:潤 乾杏煎汁寒天上に於ける病原菌の発育と温度との関係 (3回実験結果苧卿I
Relationoftemperaturestothemycelialgrowthofthecausalfungusonapricotdecodtion

agarcontaining1percent･solublestarch･(Averageresultofthree～repeatedexperirdents
＼

T甲Fta)ture Diameterofmycelialmat(cm.)

16 L士. 土 . _土

20. 1.3. 1.3 lJ3

22 1.8 ･1.6 1.9

24 2.i 2.1､ 2.2

う6 '3.7 ･3.5pL 3.9.∫

30 5.6 1 5.7. ′5.7

'32 ･6.4 6.6 -6.4

34. 上1 17_0 6.9..

36 7｣4-, 7ー4 7.4

40g ..7.6- +7.4 7.6

42. ラー4 7.a .7.5

# nogrowth .

30



∫ ･

赤井 ･獅山 :材質a)腐朽把関する研究 ､界5報

l
l

Tablq.1及び Fig.I3の結廉から,､本菌の発育温度範囲は,最高限界 42-450C,最低限界
10)

16OC前後にあって,最適温度は 36-4aOC.附近年あるようである･北島はその実験に放て,
1

400Cに.於て発育が一旦阻止せられる事を指摘したが,筆者等の実験に於ては,全然斯かる傾向
～ i

は認められず,寧ろ400Cが発育適温に属している.一般解腐朽菌た於ては,発育適温を越え･る

と急激喧発育が悉くたる傾向がある.本菌も亦同様であって,轟育最高限鼎温度柊適温に極めで

近い.筆者等は供試した3系統〔T-A〕,〔T-B〕,〔T-C〕の発育に差異があるか否かを検討す
-6.16)

るため,"Student､test"を行ったが,I3r著聞に差異のたV,事を認めた･倍 Fig･3に示した発

育温度曲線を東に琴細に検討すると,240と:附近を限界として発育速度に変化を生するものの如

く,24OC 以下では反応が鈍感で発育遅く{･240C以上に於ては急速に発育が良好と簸る.
～/

第3図 供武宮3系の囲糸発育と温度との関係

(tRheelactiou:al?ffutnegmuPs7rat∬es'tothemyceii71-竿 Tthofthet竺eecqlturestrainsof),

tt
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-･

TempeTatuTeI'C)

2.廃 糸の発育と培養基の水素イオン濃度との開係 筆者等は次に増責基の水素イオン濃度
＼

と菌糸発育との関係を実験し衷･実験には1%可溶性澱粉加用乾香煎曹寒天培養基を用い,,pH

3枚のぺトリ皿を使用し,36OC･の定温蕗に3′日間保った後,その菌叢直径を測定した (Table.

2). J

Table･2及び Fig･.4の結果からL,本菌の発育に対する最適水素イオン濃度はpH5･5附近に

あるもののようである･而して pH と菌糸発育との関係が供試3系問に於て,差異が.あるか驚

かを,"StddentlteStMを用いて検討し寵が,溝 等供試薗系間には差異を認め革Vl･
＼.V -
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滞 2表 -供試閣3薫の菌糸発育t,10/o可溶性澱凝加用乾香煎汁寒天の水素イオン堤鑑との関係
(3回実験結果平均)

Relationofhydrogen-ionconcentrationofJapricotdecoctionagarwith iper centsol'uble

starchtothemycelialgrowth ofthethreeculturestrainsofthecausalfuqguS･
l

Diameter of mycelialmatcm･

StrainT--A I StrainT-B i Strain'T-C

r2 0.3 P.3, 0.3

･,3_冬 3.7 4.6 3.7

･4▲ 5.5 i. 15..4- 5.0 ,

5. 6｣.2 6.6 6.4

5.5 6′2 6.6 6二5

70 -5.0 IS.S 5二2

8 4.0 2_1 3.0

*flqgrowth

～

第4図 供試菌3系の菌糸発育と培養基の水素イオy濃度との関係 一一一

Relationofhydrogen-ipnconcentratiof.OftheCulturemediatotheTnyCelial'growthofthe

threeculturestrainsofthefur)guSteSted･

3.-;供試菌の葡萄糖攻に澱粉代謝 春着は材質の白色朽を基因するものであるから,t木材を
O

腐朽せしめる場合托二は主として ligninを溶解利用する.筆者等は実験中,本菌が乾香煎浄寒天
ヽ
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巴1) ㌔､･.A
培養基よりも2%萄葡糖加用馬鈴薯煎曹寒天培葦基上に於て発育がよVlのを認めたので,本菌が

後述の酸化酵素等p酵素以外に ainylase,maltase等をも有してVlて,菌糸発育に利してV,ち

ものと思われた..筆者等柊葡萄糖辻に疲紛が培養日数或は塩度の変化によって如何に利用せられ

急かを知るため,攻の実験壷行った.
∫

培養基は乾沓煎蕗を用い,未に2%に可静性澱粉及び葡萄糖を加えた後,pHを5･0に硯正し

て三角フラスコに50cc.宛分速殺菌L,た.供試菌にはT-A菌を用い,培養温度は30OC,36OC,

及び42OCの3区として,各区5ケのフラスコを用いて;5日,lop,及15日後に BERTRAND
2-_1)

糖測定没 に従って各区の澱粉並隼葡萄糖め畳を測定した.実験結果はTa/ble･3め通 りであって,

1回の実験結果である･表中の数字政培養液 5cc･･FPの含量 (mg)で卒去･
19)

木材腐朽菌が多数の酵素を分泌すろ事は既に多数報告せられてV,る･ScHMIITZ はヒ1.グチタ

ヶ(Po_Vタorusvoluaius)に就いて12位,-セホクタグ(Fomesignian'us)に就いて13桂の
241

酸素を証明e/た.ZELLER はキカイガラタケ (LenzitessaePiaria)の培養菌糸に於て24種,
5)

GARRENはシイタケ (Poly.slictusabietinus)の菌糸に於て 20種の酵素を報告した･今Tableメ

3,及び Fig.5,6の実験結果から供試菌の Amyiase作用と温度並に日数にlよる変化を考察する

と;最初の5日間に於ける Amylase作用は42oCに於て著しく,30OC区の約2培ゐ消費を示 ､､

-しているが (Fig･5,6),その後に於ては309C区に於ける澱粉の分解が著しく増加L/て,10,15

日後に於ては,42OCと大差なく15日后には何れも添加した澱粉の大部分を滑愛し壷していろ.■ド

然るに 360C区に於ては,前記･300,420C区の両者に比して湾費畢がや 少ゝ短い･他方 glucbse

の滑費は分解した澱粉と添加葡萄糖の両者の知と考えて,夫によって比較すると,最初五日間に

於ける消費は3区間に著しい盛を認めない.併L/Am'ylaqe夜用は420C区に放て著し∨東 軌

420Cに於ける葡萄糖の残量は他の区よりも造かた多V,(Fig.7).而して 10,15日後に於ける培

養液中の残糖畳は額420Cl区に於て高いが,glucoseの総消費量を比較するときは30OC区に於

て最も高く,420C区に於て最低である(Fig.6).筆者等は本実験に於て菌糸の発育畳を測定し

なかったが前述の温度実験に於て得た結果を参照すると,42OC が 36OC 並に 30OCよりも発

育が艮蕗である.即ち420℃:区に於ては比較的僅少た葡萄の渦薮によって,-比校的良好な菌糸の

発育を来 してV,るのであるから,その Ec■onomiccoefficieht#は大となる.葡塙養液中の水素

イオン濃度の変化はTable3に示した通り,初期 pH5.0から酸性胤に変じ,pH4.3-4.0を

示した.
Ii

4. 酸化酵素 (Phenolase)反応

こ木材腐朽菌の研究に当り,.供試菌が Lignin溶解菌か,Cellulose溶解菌かを決定レ⊂潜く
1)

/ 事は肝要である･BAVFNDAMM は1928年培養基中にタンニン酸叉は没食子酸等のPhenol誘導体

を添加するとLignin溶解菌は培養基上に褐色の酸化帯を生ずるが,Cellulose溶解菌は'垂じない

尊を報じた･夫以来この反応は BAVEN-DAMM 氏酸化酵素反応として,木材腐朽菌の材質腐朽型

判別の一方法として用坐 られている･ 筆者等の研究蓋に於ても,既に多数の輝朽薗こ就いてこ
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第3表 ･病原菌による培養液中の可溶性澱凝及

(Effectofculttxre,durationandte叩eraturedn+theconsp.mption･ofsoluGle

0- 109.67 0.00. 127.92. 0.00 -f109.67 0:,QO54.83 107.40

5.+㌔. pH 39.ll 116.98ー 89.14 41.78
5.0㌔→ 4.4 . a.0

10 -pH 42.J7.7 ー188.73 .L 18,27 ! 109.′65 L43.85 ト 166.054.4一一十 4.3. ･4.3

15.I-T:PHL′ 29.55 ト 221.04 1 1.09 1 126.83 21.55 1 219.49

瀞 mleasurementwasmadebyB血 丁叫 NI/S血ethodper5cc･ofthesolution･

- tepresentedthesum'ofconsumedgluCpsean,d軒 oly?edstarCibythefungus･

発5国 柄原野 こよる培養窄中の可静性澱凝
並に葡萄噂の滑費に及嘩す培養日数及
び温匿の影響
1 1

rEffectofculturedurationandtempera･
turesupontheconsumptionofsoluble
starchandglucosebythefungusinthe
culturesolution.
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第6回 培養液中に於ける病原菌の滑費葡萄糖及び澱瀞全
量と温匪並に培養日数との関係
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/

葡萄糖の滑費に及ぼす培養日数並に温度の影饗`

starchaz)dglucosebythe.causalfungusinthecultureSolution･ 鎗

4 2 oC

.Starchmg

Residual I consume(㍗

一 glucose-mg. .Starchmg.

'127.92 0..0080.62 47.30J 109.67 0.00 127.92 0.00.I46.73 82.1981.17. 119.82

+ 4.3 寿 5.0→ト4.4 亨

37.71 i 90.21 64.95b 卜 162ー30 22.09 ー 105.83

+ 4.0 4.4 .L> 4:3

9.69 一 ､118.23 41.29 卜 21'0.16 .0.32. 127.60

第7図 培養液中に於ける葡萄糖適量と温度並に培養日
数との関係

RelationoFtemperatureandculturedurationto.
theresidualglucoseintheculturesoltltioz]･

=-Temperatu'reloC)

､ 7)
の反応を試みている..元来 Phenol･oXi-

daseは多数の鹿物に分布している廃が
' ll)12)

知られているが,最近 kEILIN及 MANN

は馬鈴薯 (SolanuT7LtuberosumL.)及

びイロガワ1)(BoletusbadiusFRIES)

の酸化酵素が Cu-ionを含むMonophe-

nolas,eであることを明かにした･ 本実

験に於ける供試験菌はその腐朽型から見

て,Ligninを享容解するものと患われる

が,本菌が酸化酵素を有するか否かを確

めるため,人工培養基上で BAVIENDAMM

酸化酵素反応を行った.

本実験に於ては;嘩養系統 〔T-A〕を

使用して,2･%葡萄糖加用乾香煎汁寒天

に Pyrogallol',Resorcihol,-nitro-

phell01,Hydroquinone,Tannicacid,

o Gallicacid, 及び Phloroglucinol

を各々0･05,0･1,0･5及び1%に加え,夫等に本菌を移植して 360Cの定温器に3日間培養L

Ja･各区菌糸の発育程度並広変色帯形成の有無を検査した結果は Table.4に示レた通 りであっ

七,明に酸化帯を生じたのは Pyrogallol,Resorcinol,Tannicacid及び Gallicacidを添

% Yieldor

(bnsumedglucosemg･

i
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木 材 祈 ′究 欝8号 (昭27)

加した場合である･.而して夫等の添加によって 明かに菌糸の発育を促進したものは, Tannic

acid,Gallicacid及び Phloroglucinolの 0･05%添加の場合であって, 濃度が 0.1% とな

れば,発育は却って阻害せられる･唐 Nitrophenol及び Hydroquinoneの様な強酸性革は狙

還元性のものでは,その間薯作用が著しく全褒発育しなれ .即ち NO2叉はOH gro竺pが paraT1

positionにある上記の化合物が強∨､毒性を示した.梅本実験に於て,呈色反応を示した留めは,

OH-groupが meta一成 は Ortho-posi申onに寧ろものであって,para-positionの Hydroqu-

inoneでは反応を量しない.従ってこの反応に関与する酵素は Laccase系の ′Polyphenohlase

と患われるが,額詳しくほ後の研究隼まって決定したTJlと思う.
～

第4表 培養基上に於ける病原菌のPheno1-dxidase反応 £BAVENP 川 Al､反応)(3回実験結果平均)l

Phno1-0Xidasereaction(BAV甲DAM:北'sreaction)ofthecausalfur,Busonculturemedia
(averageresultofthfeerepeatedexperiments･)

Pyrogal101- l∴l(㌻)栄 (- )(-)(-)1.52Blakish-Browr) (+) Natal-Brown:Resorcinol (-)(⊥) (.-)(-)2.533.56.Fawn-color 亘 ) Natal-Brown

p-'nitro-ph毎ol (T-)(- ) (㌔- )(-) (- )(-)(-)(-) (-) (-) (-)

TA叩icLacid■ (⊥)(土)(+)亘 ) (-)(士)4.295.58.Natal-Bown. (+).NataLBroYn

Gallicacidi (-)(土う(+)(†う′ (-)(土)4.7.15.83Natal-Brown (_i)∫ NatalてBrown

Phloroglticinol (-)(+)(-)(-) (-)(土)3.825.32 (-) (十 十 十

沓 accor中g,､toR･IDGEWAY:ColorstandardandNomenclature,1912･

称終 concentrationdfthereagerltS･

(-) pogrowthor.no､reaction･
/

5.銅剤及び水銀剤の菌糸発育に及ぼす影響 本菌が梨轡材質を侵害することは前述の通 り

であるが,′是等菌糸の発育が琴剤によって如狗なる影響を蒙るかを知る事も亦無意慕ではない･

筆者接銅剤櫨に準鉄剤を使用して固体培養基に於て,発育に対する限界濃度を求めた･
】4)

腐朽歯笹対する薬剤の琴轡に親での研究は少くない･ LIESE(1928) はイドタケ :(Comloph?ra～

cerebella),ワタグサレ♭ヶ(Pop/lavaタoraria)に対する諸擾防腐剤の効力を比校し如 ミ,硫酸
4)

銅の発育阻Lと.限界濃度は前者はOi3%,後者は0.9x%である. BoTHE (1928)は金属化合物わ

ナラタヶ (Armillarianwilea)に対すろ影響に就vlて考察したが,Zn;Cu,Mnの硫酸塩の申

Cn化合物が最も強く,限界濃度は0･05%であるが,Znほ.0･10%,MrIは2% で漸 くその発
1･5)

育を抑止す畠と報草した･琴RUGERの実験によれば,㌔sabcharo,hycesellip-soidesに対しては,
宅5 15)･

CuS04の 0･01856%以下に於ては牽醇が旺盛となり,PICKI及び RoMMERによれ鮮 0･015%

が 〉36
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13p)

以上の溶液では醗酵を阻馨し,0･03%となると阻薯が特に顕著となる.と述べている･KUBOWITZ

によると,酸化酵素の活性分子が Cuである由 明 かにせられ,その活性度はCu含量に比例し,

叉一度青酸によって不活性となったものでも,酵素から分離した銅塩を加えると酵素作用を復活
15)

すると報告した.又ノOTTOによれば,AsクeriilLusmTgerは硫酸銅溶液の0･008%の濃度では
h

発育を促進すると述べている.

筆者等は薬剤として,硫酸銅 (CuSO4.5H20),炭酸銅 (Chco｡),酪酸銅 (Cu(CH3COO)2,

･H20)及び塩化第二水銀.(HgC12)を用yt, 1̀%可静性澱紛及び葡萄糖加用乾香煎曹寒天培養
-I _2 _2 -3 i T3 ･､-3 -4一 -4 -5

塞 (pH5･5)を用V,,.10M,2×10M･10M,4×10M,2×:ldM,10M･2×10M,10M,2×10M,
16 -t与

10M,2×10M一になるように各薬剤を添加して,1気圧で殺菌後,ペい)皿に約 20cc･宛を分注

した.供試菌は 〔TrA〕を用い,36OC'の定温界佑3日間培養した後,菌叢の直径を測定した･

実験は各区 ペTl1)皿3枚宛,3回行った.結果の平均を示せばITable5及び Fig.8の如くで

ある.

-●

第5･表 培養基中に添加した薬剤のモノバクケ菌糸発育に及ぼす影響

(Effectofchemicalsaddedinculturemediauponthemycelialgrowth-ofTrameiesviilala)

∫

Concentration(mol) CuSO45H20 CuCO3 .Cu(C打aC.00)2Hー0, 由gc12
-1 ■cm cm cm ch1
10×1 (-) (-). (-) (-)

-210×2 (-a) 1.59 十1 (-). (-)

-210)くl (-). I.93 .(-) ＼..(⊥)

-310×4 1.40 2.53 3..43 (∫)

-a10× 2 4.42㌔ 6.92 5.02 0.76

･E,'163× 1 ･5.75 7.66 a.59 1.89

-410×2二 6.76 7.55 5.86 2.97

⊥-410X l● 6.73 p7.49 / 5.98 3.718.-

-510× 2 6.94 7.㌔72 :6.19i 6.77

-610 × 1 一6.93 ･1::)7.89 ､ご6.86 :6.75

_610.×p2 6,._89. チ.75

/
(-) no､growth

37



木 材 研 究 欝8号

第8図 薬剤を添加した乾香煎汁寒天上のモソバタケ.0発育曲線

(GrowthcurveofTrameiesも3'liaiqonapricot･decoctionagarmediacontaimigchemiCalS･)

, 1･＼

臥 ヒの結果から,'本菌粧対する影響は HgC12が最も強く≠次は Cu(CH3COO)2H20,Cul
i, /{

so4･5H20,Cdc03の順序であ琴が,CuCO｡は難静性のため影響が少V,ものと思われる･
5)

攻に筆者等は斯かる発育曲線 (Fig.8)を Sigmoid愚になるものとして 今仮 りに得た方程式を

y =ゴ
1寸ea+ba

とL,て表わし,yを濃度 xの時の菌叢の直径として計算しら,図形から発育限界濃度を求めると
-3･

∴CuSO4･5H20 ∴-----･･-･･5.9×10mol

CuCO3
-2

6.7×10mol
-3

Cll(CH3COO)a｡H20/-･--･･････4.4×10mol
HgClZ

._･S
2.'7×110mol

であlる･而して .Pu(CH3COO)2･H2P を添加し牽場合に,し､

より僅かに発育を促進せられる如 く見えた中華(Table･5),
I 1

もの確認められな∨､.

-5
10×lmol添加によって Control区

6) -
平均値の検討によって知かる程度の

V 接 種 試 験 1

本菌が梨儲材質の白色朽を基因した事は既述甲通 りであるが,筆者等は実験的に絡みの材片に

本菌純粋培養を接種して,,,その放校抵抗力 (RelAtiveResitance)を求漁,一菌の擁朽カを見る
l:1:･1
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｣

事とした..供試材片は実験の都合上 17×17×5mm･の角片として,板目方向 (Loniitudi,nal-

･TangentiaI)及び不口方向.(Transversal)'に屈平た 2種を作成した･而して供試樹種として

拭,t=ソキ,クリ,ブナ,ウメの4種を使用した･各材片は樹種前に絶乾重量を求め,充分吸水

せしめた後殺菌して,予め Elrenmeyerフラスゴ中の白%葡萄糖加用馬鈴薯煎曹寒天(100cc･)II i
上略,360Cで発育せしめた供試菌 (T-A〕の菌叢上に投入した.夫等は36OC故に280Cの2

区と,して,30日,,50日一,並に70日後に取 り出し再び絶乾重量を求率,･その差を以て腐朽力とし

た.結果は Table'6の通りであるj. t I ,

Table6の結果を見やと,･接種材片の耐久力に相当の義が認められ, ウメの比較琴抗力が最′

もつよく,ヒノキ,ク7)是に次ぎ., ブナが最も弱かった∴以上の結果を図示すれば,Fig･9の通

･.りであって,ウメ材に360C･70日間供試菌を接種した場合の重畳残帝率は86･26%であるに対し

て,ブナ材では僅か42.b7%に過ぎた,V,..本菌は梨樹を侵善し七いたものであらたので,梨材に

対する接種試験を行うべく準備をしたが,材を入手し得なかったことは遺憾であった･額ブナ,･

ク1)･材では接種の結果,材片の白色化が認められ如 亨,.ウメでは額明瞭な腐朽型を示さなかっ■､

た.而して材の切断方向では,何れの槍種を問わず,木口(Transverse)方向のものの腐朽が

著しいが,犬は導管等を通って菌糸の蔓延が容易たるに基くものと思われる.鳩 綾種日数の増す

rと共に,輝朽の著しくなる事は何れの樹種,温度,切断方向共同様である.

7.､

第9囲 .モ/バクケを人工虞種した種々材片の閣朽率比較
ノ

ComparisonofDecaypercentofvariouswood-pieces (17×I17×5mm.)
inoculatedbyTrameiesJviitala artificially)

Ⅶ摘 要

r･ 筆者等は梨生樹材質の白色朽を基因するモンバクケ (Trametesvittata(BERK.)LLOYD)

に関して形態学的並に生理学的研究を甲つ触 言,本菌の子実体は5-20×5-10cm.で, 菌糸の幅
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第6表 固態培養を使周しての種々材片に対す

( !notulabneqeri(-AevnetrSa,≡ ,:au:S'i.efS.

Jabanese:.Cypressヒ ノ キ i, 36 70 522.6. 491.6 121.0 `

50 54台.7 435.7 1d7.0

J-?0 jj5?0.9 476,ー8 44.1

28 ､.70. 539,5. 417.4 ･8122.1

30. 518.3 ,_497,6 2P.7

.Prunus 36 ,70 1276.7 1101｣3- 175.4,50 1231.0 ･1143.2 87.8.

Mun一eケ } 30. .1303.1 1246.9 56.2..2p8 ･70 1275.8 . 1114.0 161.850 1290.7 '1202̀7 88.0 …

30 1330.2 1288.4 4_1.8

Chestnutク リ ＼36 70 627.9. 334.7 293.2

i,50 646..令. _426.5. .219.8

30 667.1 52_iこ0 146..1

28 .70 652.1 438.4. 213.7■50 642.8 509.1 133.7

30 695.9 611.7 ･'85.3

･B.eechプ . ナ++I++ 36 ･′70 769.5_ 323.8̀ ,445.7'.

50 '736.2 410.3 3?5.,9

甲 ー 7b1.3 ･567.8 L133.5

ち■28 ･7O ,770.6 398.8 371.550 724.了 ･451.0 273.7

3̀0 709.5 619.4 90._1

% cuttingdirectionofwopdpiece(woo中piece;17×17×5mm･)
･** (100-a)/10 .

2. 本宙々系の発育最適温度は 360⊥42OCにあって,最適水素イオン濃度は pH5.0-5.5で

ある･ ､ ,

､3.̂ 本菌広よる澱粉の溶解は,培養 5日後に於では 42qC区が最高でって,培養基申叱残る

40
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＼
るモン′くタケの接種試験 (3回実験結果平均)

vitialatovariouswood-piecesonsolidmedial

threerepeated

* IJOllgitudinal-Tangef)tialdirection
Percent
decreasein
dryWeight
duetodecay
､(a)

hitialdry

weghtof
woodpieces

mg･L

Dry′weight〟 ●
0fp∫eces
afterthe
incllbation

period mg･

Percentdecrease

indrywe:ight
duetodecay
(a)

I I23.15 8 602.9 524.0- 78.9 13.10 9

19.72. 8 605.ー4 539.7 .65.7 10.74 9,

22二63 8 ざ､ 699.7 549.0 50.7 -8.45 9.

14:92 9■ ! 603.9 542.3 ー61.~6 10.ー20 ..9 1

13..74- 9 1215.0 ･1065.1 149.9 12.34 9

7.14 ,9/ 1161.0 ー1082.3 78.9 6.79 9 .

4.39 ~lO 1207..0 1164.4 42.6 3.53 10

12.68_ 9 1228.9 I 1094.9 134.1 10｣91 9

6｣82 9 Il一.1 1104.7 70.4 5.99 9

.3.14 .10_ :1229.9 1185.7 44.2 ･3.59 ′ 10

46..70 -5. 837.3'-.. 669.7､ 167.6, 20.01 8

34.01 ~7 867.2 碑 1 112.1 r12.92 ー9

う1.91 8 818.8 762.2 56.6 . 6.91 9

32.77 7 I.83.8.7 691.8 146.9 17.55 81020.79 8 873_0 831.pl 41.9 4.87

ll.申 -∴9 833.3 803.0 30.3 3.64 10

44.28 6 757.4 485.8 ,27.1.6r. 35'86 6 ▲

.19.04 8 707.6 6̀36.2 71/4 10.09 9

48.25. 5 甲7..管+_ .472.5 335.0- 41.48 6.

37ー77■ 6 764..2㌔ 549.由 214.4 28.05 -7

･12.70 9 69.9.9 ..632:9～ 67.0 9.57 ･9

GIucoPeの畳も叉 42OC区に於て最も著しV,.併しその后澱紛の利用が 30OC,360C区共に急
)

＼･激に著しくなって3区間k著しい差を認めたくなるが,糖化した澱粉と葡萄糖の滑資金量私 101

I

日,15日着に於ては300C区に於て最高となる. 倫 300Cに於ける経済率 (EcわnomicCoeffi-

cient)は40OC区に比し低い･,J
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4･ 木蘭の所謂 BAVENDAMM反軍は陽性であって,酸化酵素は恐らくlqCCaSも系のものと

思めれる.倍基質とした Phenol潤 の中 PyrpgalliResorcinol,Tannicacid,Gallicac姉
1

柊異色反応豪農した.
1 i

5. 本常 糸々の発育に及ぼす CuSO4.5H20,CuCO3,Cu(CH3COO)望｡H20,HgC12.の影

響の軒,HgC12が最も著しい.
･1

6.本菌を各種材片に接種した結果は,柏が最も侵され易く,秦,檎,梅の順に耐朽性を増
⊇

す･而して280Cより-も36OC区に於て腐朽著しく,切断方向では木口方向に切 り･取ったものが

腐朽し易vl.

R色sume

Thepresentpaperdealswiththeresllltsofthewriter'sexperiment声Onthe

Lmorphologicalandphysiologicalcharactersof TyafTLeteSVitiata (BERKT)LLOYD

cadsipgthewhiterotof-stemsofpear. t､Thefruitbodies.Dfthepresentfungus

producedonrottedpearsterrtsmeasureintherange･of5-20×5110cm･indiameter,

andthehyphaegrownlonculturehl畠diahave2.0-4.OilWidth. Bas'idiosp6res

Hわyaline,4.7×2.514IL.

Theoptimum._temperatureforthègrowthofthemyceliumliesat360･420C･I

andthe･optimumhydrogen-ionconcentrationpH5.0･5.5.(

Thetemperatureha畠agreatinfl由nceontheconPumptionofstarchandglucose

inthenutrientsolution･Atfirst,thecausalfungusdevelopsmtlChgreaterat42OC･

tbanat300C.shqWingheavyhydrQlysisofstarch,andtheabllndantresidualglucose

,ilithesolutionwasobtainedintheA2OC.plot. Afterwards,however,amylase

aetivityofthecausal紬ngus一叩der30OC･becamemordvigorous,andtendaysI ●

aiterthejnoculati- thefunguscomrhencedtoconsumealargeramou鮮 ofglucose/

at30OC.tha也at420C. ､

叫 the,presentfungusth畠BAVENDA読M,sreaction-bymeans-ofthecuftural

methodispositivb,showingbrowncolor芦dneOnagarmedia･ Thisisaphenome-1

nonshownbythelignin-dissolvingfungusandconsideredtobelaccase-likeoxidase

reac,tion･Pyrogallol,resorcihol,tannicacid,qndgallicacidaregoodsubstratesノ

まorthisreactio血.
ノ ■

Fhewritershavealsostudiedtheinfluenceofdiluted海quoussolutionof

CuSO 4, CuCO3,Cu(C珂3COO)盟,andHgC120nthemycelialgrowthofthecausal

ftlng.uS･HgC12hasthestrongest畠ffectonchetkingthemycelialgrowth･ I

42,
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Byculturemethodinthelaboratoryconditiopstherelativelrepistancetodecay-

inwoodpieces.ofbeech,chestnut,Japanesecypressandmume(PrunusMume)
I

wastested･ Beech官00dwasmosteasilyattackedshowingTTiarked:decreasein

diyweight,andmumewasmostresistant. lnthis､case,temperature, moisture,J㌔
contentandcuttingdirectionofwoodpiecesseem tobeimportantcontrolling

factわrsofthedecay. Under360C.thedecayofEwoodpieceswasniorerapidthan

at280C.
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